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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月4日(2013.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
中心に穴が形成された鋼板が複数枚積層された積層鋼板と、上記積層鋼板上に配設された
バランサとをリベットにて固定して形成されるロータの上記リベットをせん断するリベッ
トせん断装置において、
上記穴に挿入可能に形成され、上記穴内にて高さ方向の長さが調整可能なピンと、
上記ロータの周方向の対向する箇所にそれぞれ配設された一対の刃物と、
上記一対の刃物を上記積層鋼板と上記バランサとの間に高さ方向の位置において上記ロー
タに対して水平移動を行い上記積層鋼板と上記バランサとの間に押し込む移動部とを備え
たリベットせん断装置。
【請求項２】
上記刃物の形状は、上記積層鋼板と上記バランサとの間に押し込まれた際に、上記バラン
サを押し上げて上記リベットに引っ張り応力を負荷する形状にて形成されている請求項１
に記載のリベットせん断装置。
【請求項３】
上記刃物は、刃先端角θ１の上記刃物の刃先部分を有し、刃物角θ２が、θ１＞θ２にて
なる請求項２に記載のリベットせん断装置。
【請求項４】
上記刃物は、
上記刃物の刃先部分の形状が、Ｒ０．１ｍｍ以上０．５ｍｍ以下、
上記刃物の厚みが、ｔ＝３ｍｍ～１０ｍｍにて形成されている請求項３に記載のリベット
せん断装置。
【請求項５】
上記刃物は、上記刃物の刃先部分の水平角度が９０度以下にて形成されている箇所を有す
る請求項２ないし請求項４のいずれか１項に記載のリベットせん断装置。
【請求項６】
上記ピンは、直径の大きさを変更可能な調整部を有する請求項１ないし請求項５のいずれ
か１項に記載のリベットせん断装置。
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【請求項７】
請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載のリベットせん断装置を用いたリベットせ
ん断方法において、
上記ピンを上記穴に挿入し、上記ピンの上面の高さ位置が上記積層鋼板と上記バランサと
の間に押し込まれる上記刃物と干渉しない高さ位置となるように保持し、
上記一対の刃物を上記積層鋼板と上記バランサとの間に高さ方向の位置において上記ロー
タに対して水平移動を行い上記積層鋼板と上記バランサとの間に押し込み上記リベットを
せん断するリベットせん断方法。
【請求項８】
請求項６に記載のリベットせん断装置を用いたリベットせん断方法において、
上記ピンを上記穴に挿入し、上記ピンの上面の高さ位置が上記積層鋼板と上記バランサと
の間に押し込まれる上記刃物と干渉しない高さ位置とし、かつ、
上記ピンの上記調整部を調整して上記穴に当接させ、当該当接圧は、後工程における上記
刃物の押し込み圧より小さく設定され、
上記一対の刃物を上記積層鋼板と上記バランサとの間に高さ方向の位置において上記ロー
タに対して水平移動を行い上記積層鋼板と上記バランサとの間に押し込み上記リベットを
せん断するリベットせん断方法。
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